






要約 

重度中枢神経障害を有する NICU 退院児の在宅療育の現状を知るために,過去約 5年間に都

内重症児入院施設に入院した症例につき調査した。死亡例や入退院を反復する重症例が多

く,在宅後も児の状態や家庭状況に応じ入院のできる施設の確保,訪問看護システムの確立,

児の状況を十分に把握した情報網の整備などが在宅療育をすすめる上で不可欠である。 


